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天文学におけるサイエンスコミュニケーションの支援を  
目的としたデジタルコンテンツの活用と実践  
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概要：本研究では星空観望会をフィールドとして，企画・運営を行うコミュニケータ支援を通し，サイ

エンスコミュニケーションとしての質の高い星空観望会の実施を目的とした．デジタルコンテンツを集

約したWebページを構築，活用し，実際の星空観望会にて実証実験を行った．複数の観望会において実験

を行うことでサイエンスコミュニケーション支援におけるデジタルコンテンツ活用の有用性や課題を明

らかにした． 
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Utilization and Practice of Digital Contents  
for Supporting Science Communication in Astronomy  
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Abstract: This study aims to hold high quality stargazing programs for science communication through supporting 
communicators who manage the event. We developed web pages gathering various digital contents, and held experiments in 
several stargazing programs. Through these experiments, we clarified the usefulness and problems in using digital contents to 
support science communication promotions. 
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1. はじめに    

	 科学技術が発達した現在， その使い手となる一般市民

が正しい知識を備えることが必要とされている．この背

景を受け，自然を含んだ科学に関する知識の普及を目的

とした知識交流活動やその場を指すサイエンスコミュニ

ケーション活動が注目されている．サイエンスコミュニ

ケーション活動は教育分野のみに収まらず，観光分野に

おいても科学を学ぶことを目的とした科学技術観光と呼

ばれる分野が浸透している現状から需要が広まっている

ことがうかがえる．この科学技術観光の一つとして天文

分野の星空観望会が挙げられる．天文分野は生活に最も

身近な分野であることから，科学への興味・関心を抱く

入り口となることが期待されている[1]． 

	 サイエンスコミュニケーション活動ではガイドやボラ
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ンティアなどを含むコミュニケータと呼ばれる担い手が

設置されていることが多い．彼らは専門家と一般市民の

知識差を埋め，理解の促進を図ることを目的とした第三

者的存在である．専門知識を一般市民にわかりやすく伝

え，一般市民の抱く疑問等を引き出すことなどが期待さ

れているが，多くのコミュニケータはその活動が啓蒙的

なものにとどまってしまうことや，独自の養成プログラ

ムなどの教育環境が十分に整っていないことなどの課題

を抱えている[2]． 

	 そこで本研究では星空観望会をフィールドとした，企

画・運営を行うコミュニケータ支援を通し，サイエンス

コミュニケーションとしての質の高い星空観望会の実施

を目的としたデジタルコンテンツの活用方法について考

察する．デジタルコンテンツを集約した Webページを構

築，活用し，実際の星空観望会にておこなった実証実験

を通じ，サイエンスコミュニケーション支援におけるデ

ジタルコンテンツ活用の有用性や課題を明らかにする．  
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2. 天文分野におけるサイエンスコミュニ
ケーションの現状  

2.1 サイエンスコミュニケーション  

	 サイエンスコミュニケーションは科学を一般に普及す

ることを目的とした活動全般を指す．日本では 2010年に

内閣府から「『国民との科学・技術対話』の推進について

（基本的取組方針）」が公表され，研究者に対し研究活動

の内容や成果を国民に対しわかりやすく説明し，双方向

のコミュニケーション活動に努めることを求めている．

しかし，一般市民は専門家や専門知識に対し身近である

とは感じない人が多いということがわかり，一般市民に

対して普及を行うには専門家の知識をわかりやすく伝え，

間に入って対話を促進する存在が必要であるとことが明

らかになる[3]． 

	 コミュニケータはこの役割の担い手として，サイエン

スコミュニケーションに欠かせない存在とされており，

活動の場を企画・運営などを通し，参加者との対話を行

うことで知識の共有を図っている．科学技術観光におけ

る観光イベントではイベント企画者がその役割に値し，

知識交流機能という成功のための必要条件の一つとされ

ている[1]． 

	 しかし，現状のサイエンスコミュニケーションではコ

ミュニケータによる一方的で啓蒙的な活動に収まってし

まっていることや，コミュニケータの教育環境が十分で

あるとは言えないことなどの課題が存在している． 

2.2 星空観望会の現状  
	 星空観望会は天文分野における科学技術観光の一つで

ある．日本では 2007年度より「星空案内人（愛称：星の

ソムリエ）」の養成・認定を行っており，天文分野におけ

るコミュニケータの養成プログラムが用意されている．

星空案内人は，豊かな知識と経験から星空や宇宙の楽し

み方を教授する人を指し，理科教師や地域の愛好家など

多岐に渡る．しかし，星空観望会のコミュニケータは全

てが当てはまるとは限らない． 

	 さらに，星空観望会は天候に左右されやすいという特

徴がある．悪天候時は中止または屋内での天文関連イベ

ントの内容を企画しなければならない．よって，天文知

識だけでなく，イベント内容の構成企画や資料準備など

前準備においても主催者のノウハウが必要とされている． 

	 また，星空観望会では実際の空を見上げることが主な

目的とされるが天文現象には，直接は見ることができな

いものや，目にする機会が限られているものが多い．よ

って，理解を促進するための擬似的な経験を与えるため

のツールの用意等の工夫を行う必要がある． 

	 つまりサイエンスコミュニケーションとしての星空観

望会において必要な要素は以下のようにまとめられる． 

 

! 正しい天文学の知識 

! 屋内における企画のノウハウ 

! 理解を促すためのツール 

 

3. デジタルコンテンツを活用したサイエ
ンスコミュニケーション活動の支援  

3.1 サイエンスコミュニケーションとしての星空観
望会  
	 本研究では，デジタルコンテンツが星空観望会をフィ

ールドとしたサイエンスコミュニケーション活動へ与え

る有用性や課題を明らかにする． 星空観望会は，天候や

季節のテーマなど観望会開催時の空の状況という外的要

因に合わせてプログラム内容を変更する必要がある．参

加者の興味関心や理解を引き出すことを目的としたサイ

エンスコミュニケーション活動の場としての星空観望会

では，外的要因に対する意識がさらに強く求められる． 

つまり，当日使用されるデジタルコンテンツに求められ

る要素は外的要因に大きく左右される． 

	 よって，本研究では全ての観望会においてデジタルコ

ンテンツの活用を考察する必要がある．また，星空観望

会を観光イベントではなく，サイエンスコミュニケーシ

ョンの場として捉えた場合には，現場での専門家の有無

も考察対象の要素となる．そこで，星空観望会を与えら

れる影響を軸に，以下のように分類した． 

（1）	天候による分類 

 	 星空の状況を左右する天候は，イベントの参加者参

加率に大きな影響を及ぼす．晴天時は，観望会に対す

る室内事前学習として，雨天時や曇天時には晴天時の

星空観察に変わる体験的コンテンツとしてのデジタル

コンテンツ活用を考察する． 

（2）	テーマによる分類 

星座等の直接確認することのできる天文現象，惑星

の動きなど直接確認することが難しいプロセスの説明

を重視する天文現象，ISSなど確認できる機会が限られ

ているもの，望遠鏡の仕組みなど天文現象そのもので

はないが天文現象にまつわるツールの学習に分けるこ

とができる． 

（3）	天文系学芸員の有無による分類 

	 観光イベントとしての特色も併せ持つ星空観望会で

は，専門知識を持つ学芸員などの専門家自らが企画・

運営を執り行うことは非常に少ない．本研究では，専

門家によるゲストスピーカーとしての参加回と，専門

家のいないコミュニケータのみでの実施回との二つに

分類を行った． 

3.2 サイエンスコミュニケーションにおけるデジタ
ルコンテンツの活用  

サイエンスコミュニケーションと星空観望会両方の現
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状や課題から，デジタルコンテンツを利用することによ

って解決される課題は以下のように考えられる． 

（1）	コミュニケータに対する教育の観点より 

! 正しい天文学の知識の習得 

! 屋内における企画のノウハウの蓄積 

（2）	参加者への理解促進の観点より 

! 直接的に見ることのできない天文現象を擬似
的に理解するためのシミュレーションツール 

! 外部要因に左右されやすい参加率の維持を可

能にするイベントプログラム 

! イベントに対する理解度を含めたコミュニケ

ータへのフィードバック 

（3）	その他 

! ゲストスピーカーを含めたスタッフ内での情
報共有環境 

これらを踏まえ，本研究ではデジタルコンテンツの活

用方法を考えた（図 1）． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1	 デジタルコンテンツ活用方法モデル図 

 

	 専門家監修によるデジタルコンテンツを利用すること

で，コミュニケータは正しい知識を持って参加者にサイ

エンスコミュニケーション活動を展開することができる． 

また，イベント内容やそれに対する参加者の反応を記録

し，他のコミュニケータと情報共有を行う環境を構築す

ることで，ノウハウが蓄積され多種多様なイベント内容

を行うことができる．また一般市民からの反応を専門家

が把握することも可能になり，間接的に一般市民と専門

家をつなぐ役割を果たすことができる．さらに専門家が

ゲストとしてイベントに参加する際にも蓄積されたデー

タや資料共有環境の構築によって情報共有が可能になる

と考えられる．ステークホルダー間のこの一連の流れは，

各ステークホルダーが異なる性質を持つデジタルコンテ

ンツを使用することで可能になる．専門家は専門知識を

有していることから天文学の情報提供を行っているコン

テンツに対し，情報の取捨選択や，提供情報内容に対し

誤った解釈をした活用を避けることができる．一方，コ

ミュニケータは必ずしもそれが可能であるとは限らない．

故に，専門家の利用するデジタルコンテンツからコミュ

ニケータ向けに手を加える必要がある．また，先述した

ようにコミュニケータは様々な場合に備え観望会の企画

を行わなければならない．そのため，使用可能なコンテ

ンツの選択がしやすいような情報が一つにまとまってお

り，イベント企画用途として適した構造をした Webペー

ジのような総合コンテンツであることが望ましいと考え

られる．また，参加者はイベントにおいて自主的に参加

してもらうような体験のできるコンテンツやプロセスの

可視化に役立つシミュレーションツールを使用すること

が望ましい． 

3.3 構築した Webサイト  

	 以上のモデルを見据え，本研究では星空観望会現場で

のデジタルコンテンツ活用に焦点を当て，実証実験を行

う．実証する際に利用するデジタルコンテンツとして天

文学習教材をまとめた Webサイトを構築した（図 2）． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2	 Webサイトの構造 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3	 活用したアプリケーションの例 

	 本サイトはデジタルコンテンツとサイエンスコミュニ

ケーションの関係を実証するためのコミュニケータ向け

のツールとして使用される．故に先述したように専門家

の利用するデジタルコンテンツからコミュニケータ向け

に手を加える必要があるが，今回は名古屋市科学館の天

文学学芸員の推薦を受けた外部コンテンツに対しては内

容を簡略化したページを挟みリンクページを利用した．

これに名古屋市科学館と複数の大学との共同研究開発に

よるアプリケーションを加えて構成した（図 3）． アプ

リケーションはこれまで科学館の来館者などを対象に作

成されたものを，星空観望会にフィールドを移し，応用

した． 
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（1）	VRプラネタリウム 

	 	 簡易型の立体視スコープとヘッドフォンを用いた，

科学館プラネタリウムコンテンツと学芸員の解説を仮

想体験するモバイルアプリケーションである．スマー

トフォンのジャイロセンサーとの連動で実際に見回す

ような動きで星空を眺めることができる．また，3D音

響技術とうなずきなどのジェスチャー認識機能により

直感的でインタラクティブな体験を可能にしている． 

 今回の実証実験では体験型コンテンツとして利用する． 

（2）	Web「星座図鑑」 

	 「プラネタリウムで学んだことを実際の星空へ」を

コンセプトに開発されたアプリケーションである．野

外での星座観測を支援する天文教材で，星座一つ一つ

に対し，体のものさしを用いた観測方法が紹介されて

いる．この学芸員の解説による星座観測アニメーショ

ンや夜 8 時の夜空のシミュレーション提供を行ってい

る[4]．本研究では Flash 動画形式の星座観測アニメー

ション部分のみを使用し，体験型コンテンツとして利

用する． 

（3）	科学館発信のオープンデータ 

	 名古屋市科学館では二次利用可能な天文情報をホー

ムページ上で公開している．国際宇宙ステーション予

報や，学芸員のもつ知識をテキスト形式で伝える天文

ニュース等がある．本研究では主にコミュニケータの

教材としての利用を目的とし Webサイトに組み込む． 
（4）	「月をかんじよう」アプリケーション（図 3） 

	 小学生向けのタブレット教材であり，1) 月，地球，

太陽の動きを CGシミュレーションで学ぶ，2) 月の模

様を詳細な写真を使って表現し，月のクレーターにつ

いて学ぶ， 3) 月にお絵描きしながら月の模様につい

て考える の 3つのコンテンツからなる．これらのコン

テンツを使いながら身近な天体「月」について，楽し

く学ぶ教材になっている[5]．本研究ではシミュレーシ

ョンツールとして利用する． 

 

4. 星空観望会での実証実験  

4.1 星空観望会の概要  
	 長野県須坂市内の 2箇所において計 4回の星空観望会

で実証実験を行った（図 3）．各回の内容は以下の通りで

ある． 

A) 晴天時開催の観望会 
タイトル：山の日に山の上でペルセウス座流星群を見よ

う 
実施日時：8月 11日 
参加者	 ：115名 
天文イベント：ペルセウス座流星群 
B) 街中での観望会 

タイトル：8月の星空観望会  
実施日時：8月 20日 
参加者	 ：50名 
高原にて開催していた他の観望会とは異なる，街中の体

育館での開催．親子をメインの対象としている． 

C) 専門家をゲストスピーカーとして招いた観望会 
タイトル：中秋の名月とお月見だんご 
実施日時：9月 17日 
参加者	 ：23名 
天文イベント：中秋の名月 
名古屋市科学館より学芸員がゲストスピーカーとして参

加 
D) 雨天時開催の観望会 
タイトル：秋の星空散歩 
実施日時：10月 1日 
参加者	 ：7名 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3	 実証実験の様子 
3.1 にて紹介した分類方法に従うと以下のように対応し

ている（表 1）． 

表１	 各観望会の分類表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

	 各観望会の特徴と，明らかにする項目は以下の通りで

ある． 

観望会 A：観察機会の少ないテーマに対する，野外での

観望会に対する事前学習として有効であるか．晴天時の

事前学習として有効であるかを明らかにする． 

観望会 B：街中のイベントとして星空観望会に参加して

きている参加者に対し，晴天時の事前学習として，月や

星座・望遠鏡といった幅広いテーマに対する興味・関心

を引き出すことにつなげることができたかを明らかにす

る． 

観望会 C：ゲストスピーカーとして科学館学芸員が参加
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ISS 情報	 星座解説	 七夕・	

天の川	
ペルセウス座	

流星群	

をする．学芸員とコミュニケータの連携が取れたか．ま

たゲストスピーカーの存在がある状況で参加者にとって

デジタルコンテンツは印象に残る内容となるかを明らか

にする． 

観望会 D：雨天時の観望会である．雨天時に来た際もま

た参加したいと思うかどうか，雨天時屋内での観望会が

次につながる観望会になりうるかどうかを明らかにする． 

4.2 結果・評価  
（1）各観望会プログラムの観点から 

各回のプログラムにおけるデジタルコンテンツの使用状

況と参加者による反応を以下にまとめる． 

A) 晴天時開催の観望会（テーマ：ペルセウス座流星群） 

 参加者：115名 

	 各内容にデジタルコンテンツが対応してプログラムを

行うことができた（表 2）．各セクションの内容に対しわ

かりやすさの評価に関してはいずれも高い結果を得るこ

とができた（図 4）．デジタルコンテンツが理解促進に有

用であることがわかる．テーマであるペルセウス座流星

群に対してもデジタルコンテンツによる解説には分かり

やすいとの評価を得ることができ，野外での観望会に対

する事前学習としての役割を果たすことができたと言え

る． 

表 2	 観望会 A当日のプログラム内容 

時間 セクション 使用された 

デジタルコンテンツ 

19:40 ISS情報について ISS予測情報 

 星座の解説 Web「星座図鑑」 

20:00 七夕のおはなし 科学館オープンデー

タ 

 天の川のおはなし 科学館オープンデー

タ 

 ペルセウス座流星群 科学館オープンデー

タ 

20:30 野外にて観望会  

 

各セクションの内容に対してわかりやすさを５点満点で

教えてください（有効回答数	 47） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4	 観望会 Aアンケート結果 

B) 街中での観望会 

 参加者：50名 

	 幅広いテーマに対しシミュレーション型・体験型のコ

ンテンツを中心に使用したプログラムが作成された（表

3）．各セクションにおける探求心に関する評価はいずれ

も高く，関心・興味を引き出すことにつなげることがで

きたと言える．特にデジタルコンテンツを中心にしたセ

クションでは評価が高い（図 5）．星座解説はからだの物

差しという体験型の要素に加えて街中で見える星の数に

応用がしやすいことから探究心において高評価を得るこ

とができた． 

表 3	 観望会 B当日のプログラム内容 

時間 セクション 使用された 

デジタルコンテンツ 

18:35 本日の星空解説 「今日の星空」ペー

ジ全般 

18:45 星座の解説 Web「星座図鑑」 

19:00 月のアプリケーション 「月をかんじよう」 

19:10 望遠鏡の仕組みを知ろう  

19:15 VRの体験をしてみよう VRプラネタリウム 

19:30 野外にて観望会  

	  

	 各セクションに対して面白さ（もっと知りたいと思う

かどうか）を５点満点で教えてください（有効回答数	 17）

 

 

 

図 5	 観望会 Bアンケート結果 

 

C) 専門家をゲストスピーカーとして招いた観望会 
（テーマ：中秋の名月） 
参加者：23名 

	 テーマの月に対し，月のシミュレーションツールを使

用した．ゲストスピーカーによるセクションでもツール

の活用が行われ，一方的に話を聞くだけではない，参加

者が体験をしながら話を聞くセクションにすることがで

きた（表 4）． 
	 デジタルコンテンツを利用したセクションに対し，大

きく差をつけてゲストスピーカーの話内容が参加者にと

って印象的である結果となった（図 6）．専門家である学
芸員のもつ知識は幅広く，一般市民の抱く多種多様な関

星空解説	 星座解説	 月を	

かんじよう	

	

VR 体験	望遠鏡	
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心に対応されていることがわかった．専門家のいない現

場でもコンテンツ内容や情報共有環境を通してより多く

の知識を企画内容に反映させる必要があることが分かる． 
表 4	 観望会 C当日のプログラム内容 

時間 セクション 使用された 

デジタルコンテンツ 

19:35 星座の解説 Web「星座図鑑」 

 月のアプリケーション 「月をかんじよう」 

19:50 ゲストスピーカーによる

お話 

情報共有資料 

科学館オープンデー

タ 

「月をかんじよう」 

20:40 お月見お団子を食べる  

 
	 各セクションの中でもっとも印象に残った内容を教え

てください（有効回答数	 19） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 6	 観望会 Cアンケート結果 
D) 雨天時開催の観望会 

 参加者：7名 

	 雨天時の観望会で，屋内のみでの実施となった．イベ

ント中止の告知をしていないのにも関わらず参加者の人

数は少なかった．晴天時に解説予定だった星座など天文

現象を，体験型のデジタルコンテンツを用いることによ

って参加者に擬似体験させることを可能にした（表 5）． 

	 一方で，アンケート結果からは雨天時に来た際もまた

次の観望会に参加したいと思わせることにつなげた（図

7）．雨天時の屋内での観望会は次への参加動機につなげ

ることが可能であることがわかった． 

表 5	 観望会 D当日のプログラム内容 

時間 セクション 使用された 

デジタルコンテンツ 

19:35 ISS情報について ISS予測情報 

 本日の星空解説 VRプラネタリウム 

19:50 身体を使って星座を探す

方法を学ぼう 

Web「星座図鑑」 

科学館オープンデー

タ 

20:40 VRの体験をしてみよう VRプラネタリウム 

20:50 望遠鏡を見てみよう  

21:00 終了  

	 星空観望会にまた来たいと思いますか？ 
（有効回答数	  7） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 7	 観望会 Dアンケート結果 

 

（2）デジタルコンテンツを用いた星空観望会全般に対す

る評価 

（i）参加者からの評価 

	 アンケート自由記述より，デジタルコンテンツを触る

星空観望会は珍しいが，タブレットなどの利用により，

子どもが参加しても楽しむことができるとの評価を得た． 

	 また，リピーターの参加者からは同じデジタルコンテ

ンツによるセクションでもコミュニケータがテーマによ

って使用方法を変えることで複数の楽しみ方ができると

いうメリットがあるとの声を得た． 

 

（ii）コミュニケータからの評価 

	 デジタルコンテンツを観望会に組み込む発想はなかっ

た．晴天時のみの星空観望会を想定しており，これまで

は雨天や曇天時には晴天に変わるかもしれない可能性が

あっても中止にせざるを得なかった．などと意識の変化

がうかがえる評価を得た． 

	 また，使用したデジタルコンテンツは操作に困ること

がなく，自身の力のみで使えるので観望会企画において

様々な考案ができるとのメリットも提示された． 

	 しかし，デジタルコンテンツを導入するにあたり大人

数の際の運営の仕方や，管理方法についての検討課題が

残ることも同時に指摘をされた． 

 

5. 考察  

5.1 サイエンスコミュニケーションにおけるデジタ
ルコンテンツの有用性  

（1）	デジタルコンテンツが解決した課題 

	 「月をかんじよう」アプリケーションや Web星座図

鑑など本研究で利用したデジタルコンテンツは専門家

監修のもと作成されたものや選出されたものであり，

デジタルコンテンツの利用により知識面においての課

題解決することができた．また，様々な天体現象に対

し CG 等を利用したアプリケーションはその現象を擬

星座解説	

月をかんじよう	

ゲストスピーカー

によるお話	

お月見お団子	

とてもそう思う	
そう思う	

どちらでも	

ない	

43%	
43%	

14%	

あまり思わない	0	%	

思わない	0	%	
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似的に体験することを可能にした． 

	 また，デジタルコンテンツを星空観望会に活用する

ことで屋内レクチャーの充実化に有用であると考えら

れる．観望会 Aでは晴天時には事前学習としてテーマ

に対する理解促進に貢献し，観望会 Dでは雨天のため

屋外での観望会はできなかったものの，観望会にはま

た参加したいと思えるとの評価を得ることができた． 

（2）	参加者に対する考察 

デジタルコンテンツを用いることで参加者自らが体

験をする機会を提供することができた．アプリケーシ

ョンや VR では自らの思う通りに操作し，楽しみなが

ら学ぶことができる．これは，一方的・啓蒙的になり

がちなサイエンスコミュニケーションの課題にも有用

であるだろう．実際に観望会 B では個人で体験のでき

るコンテンツにより，興味・関心を引くことにつなげ

ることができた．また，親子連れの参加も少なくない

星空観望会において，この機能は子供のイベント満足

度の向上にもつながることがわかった． 

	 一方で，雨天時の観望会では参加者が少ない．考え

られる要因としては，雨天時の観望会に対する一般的

な認識や立地環境があげられる．悪天候時の開催を見

据えた場合，観望会の内容以外の要素に対しても考慮

する必要がある． 

（3）	コミュニケータに対する考察 

	 専門家による正しい知識を得るとともに，屋内レク

チャーに対する視野を広げることを可能にした．天候

の変わりやすい高原での観望会を含め，天候に関わら

ない屋内での観望会企画のノウハウを得たことで準備

したイベントを中止にしなければならないという事態

を取り除くことができた． 

	 また，デジタルコンテンツは全て科学館の一般利用

者にも使えるという特徴があることから，コミュニケ

ータによるその活用方法の考案がしやすい．コミュニ

ケータの伝えたい時事的なテーマに合わせてコンテン

ツを組み合わせることで多種多様な企画を生み出すこ

とが可能になると考えられる． 

5.2 サイエンスコミュニケーションにおけるデジタ
ルコンテンツの課題  
	 一方で，デジタルコンテンツを採用することで新たに

生じる課題も存在する．タブレットを用いた体験型のコ

ンテンツでは，その台数に限りのあることから体験して

いない時間の方が長い状況が生まれるため，運営方法に

工夫が求められる．  

	 また，屋内屋外の枠を超えてデジタルコンテンツを利

用しようとする場合，タブレットの光が観測へ悪影響を

及ぼしやすいことや，視界が悪いために使用の際の安全

面にも配慮する必要があるだろう． 

5.3 今後の展望  
	 現状のコンテンツ内ではコミュニケータにとって理

解しにくいものや使いにくいものがある．そのため，必

要に応じてコミュニケータむけに別途わかりやすくまと

めることや移植を行うなどのサイトの改良を行う．  

	 また，今回の観望会ではフィールドが限られていたこ

ともありコミュニケータ同士の情報共有に関しての実証

を行うことができなかった．遠隔地で同じように星空観

望会に携わっているコミュニケータ的存在の人々の集合

知となるプラットフォームの作成にも着手する． 

6. まとめ  

	 デジタルコンテンツは星空観望会におけるサイエンス

コミュニケーション活動に対し，有用性が高いことが実

証された．雨天・曇天が見込まれる場合にはイベントを

中止にしていたコミュニケータに対しても，デジタルコ

ンテンツは天候に関わらず観望会の開催を可能にするこ

とを示し，観望会企画に対する意識の変化をもたらした．

また，この屋内レクチャーは参加者に対して天文現象へ

の理解と興味関心を引き起こすことにつながり，観望会

の事前学習の役割を果たすことができた．  

	 一方で，デジタルコンテンツを用いるがゆえに生じる

課題も存在することがわかった．大人数に対する観望会

の場合，台数の限られるデジタルコンテンツは体験の機

会を全員に対し平等に与えることができるとは言い難い． 

また，その管理方法についても考慮する必要が生まれる． 

	 また，専門家から教授された知識を利用するだけでは

現状のコミュニケータでは専門家の持つ知識を全てカバ

ーすることは難しいことが改めてわかる結果が出た．し

かし，知識の一般普及を見据えた星空観望会やコミュニ

ケータに期待されている役割を考慮するとコミュニケー

タの養成は必要不可欠である．一つでも多くの知識デー

タの蓄積を行い，少しでも専門家に近い知識量を備える

ことが求められると考えられる．  

	 このように星空観望会は実施内容において様々な可能

性を含んでいることがわかる．しかし，本研究において

も明らかになったように，雨天・曇天時の参加率の維持

は現状難しい．デジタルコンテンツによる屋内レクチャ

ーを併用した星空観望会を推進していくことで晴天時に

のみ価値があると思われやすいイメージの払拭を行う必

要があると考える． 
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